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大大学学生生にに読読んんででほほししいい““裁裁判判””のの本本  
 
 
 
 
 
あなたは誰かを裁けますか？ 
加害者でも被害者でもない“あなた” 
そんな“あなた”にも裁判はやってきます 
 
平成 16 年 5 月 21 日「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」が、成立しました。 
それにより平成 16 年 5 月 28 日の公布の日から 5 年以内に裁判員制度の実施が予定されて

います。 
現在平成 19 年 10 月。あと 2 年足らずで裁判員制度が始まります。 
裁判員選出の対象は 20 歳以上。 
今 18 歳だとしても 2 年後には 20 歳。 
確実に“あなた”は選出対象となります。 
 
平成 18 年度の全国の地方裁判所における刑事通常事件の事件数は 106,016 件。 
うち、裁判員制度対象事件数は3,111件。 

それは刑事事件全体の2.9％ということになります。たった2.9％かと思われるかもしれま

せんが、1つの裁判に対し6名の裁判員が選出されるので、述べ18,000人以上が選出される

ことになります。 

“あなた”が選出されることは十分ありうるのです。 
 
この展示では裁判員制度はもちろんのこと、そもそも裁判とは何なのか？について解説し

ている本を紹介したいと思います。 

                               
準備はいいですか？ 
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裁判員制度ってなに？ 
 
裁判員制度とは，裁判員として選出された国民に刑事裁判に参加してもらい，被告人が有

罪かどうか，どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。 
すべての刑事裁判に裁判員が必要というわけではなく、以下のような事件の裁判のときに

召集されます。 
 
裁判員制度の対象となる事件 
1．人を殺した場合（殺人） 
2．強盗が、人にけが、あるいは、死亡させてしまった場合（強盗致死傷） 
3．飲酒した上で自動車を運転し、人をひき、死亡させてしまった場合（危険運転致死） 
4．人家に放火した場合（現住建造物等放火） 
5．身代金目的で、人を誘拐した場合（身代金目的誘拐） 
6．子供に食事を与えず放置したり、虐待等で死亡してしまった場合（保護責任者遺棄致死） 
  
☆参考展示資料 
・ガイドブック裁判員制度/河津博史[ほか]著 大学図・開架 請求記号：325.2/203 
                                          法経図・開架 請求記号：327.67/Ka98 
・裁判員制度/丸田隆著           大学図・開架 請求記号：325.2/197 
                     法経図・書庫 請求記号：325/492 
                     法経図・開架 請求記号：327.67/Ma58 
                     女大図・開架 請求記号：081/30/232 
                      
 
陪審制とは違うの？ 
 
諸外国においても，国民が刑事裁判に参加する制度を導入している国は多数あります。 
それぞれの国によって形態は異なりますが、陪審制とは，基本的に，有罪かどうか犯罪事

実の認定を陪審員が行い，裁判官は法解釈と量刑を行う制度です。 
それに対し裁判員制度は、裁判員が裁判官とともに有罪かどうかの事実認定と量刑を行い

ます。 

 
☆参考展示資料 
・アメリカの民事陪審制度/丸田隆著     大学図・開架 請求記号：325.9/17 
・ある陪審員の四日間/D.グレアム著     大学図・開架 請求記号：322.9/31 
                       法経図・開架 請求記号：327.95/B93 
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実は戦前にもいた！？ 
 
この制度は日本では新しい試みのようですが、実は戦前に陪審員制度がありました。 
戦前の陪審制度は，有罪かどうかを陪審員が決め，有罪の場合にどのような刑にするかは

裁判官が決めるものでした。これに対して，裁判員制度は，裁判員と裁判官が一緒に，有

罪かどうか，有罪の場合どのような刑にするかを決める制度です。 
現在は裁判官 3 人で審理を行っていますが、裁判員制度が導入されると、裁判官 3 人+裁判

員 6 人の計 9 名で審理を行うことになります。 
 
☆参考展示資料 
・日本裁判制度史論考/瀧川叡一著       大学図・書庫 請求記号：326/109 
                       法経図・書庫 請求記号：325/312 
                      法経図・開架 請求記号：327.1/Ta72 
                                  法経図・東地庫 請求記号：AS/1501 
・政治制度としての陪審制/三谷太一郎著   大学図・書庫 請求記号：325.1/1 
                       法経図・書庫 請求記号：325/470 
                      法経図・開架 請求記号：327.6/Mi58 
・陪審裁判の歴史的意義/平場安冶著      大学図・書庫 請求記号：320.8/6/138 
                      法経図・書庫 請求記号：320.8/3/138 
・近代日本の司法権と政党/三谷太一郎著   大学図・開架 請求記号：325.2/107 
                      法経図・書庫 請求記号：325.2/393 
                      法経図・東地庫 請求記号：AS/1515 
・日本の裁判/法曹会編 第 8 版       大学図・開架 請求記号：326/165g                    
 
 

～～～～～～まめ知識 Σ(￣ロ￣lll)・シンボルマーク～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～         

 
裁判員制度のシンボルマークです。 
2 つの円は「裁判官」と「裁判員」を表しています。  
2 つの円が交わることで協力し合う姿勢を表しています。  
「∞」（無限大）を表現しています。法律を熟知した専門家である裁判官と，一般国民の代

表である裁判員が協力し合うことで生じる効果が無限大であることを表しています。 

 

平成 19 年 10-11 月期展示 
学習院大学図書館１F 展示 

- 4 - 

そもそも裁判ってなに？ 
 
裁判とは、司法機関が訴訟について、法律に基づいた判断を行うことです。 
裁判には 3 種類あります。判決・決定・命令の三種の形式がある。 
 
・私人間の紛争を解決するための民事裁判。 
・犯罪行為を行った者に対し、国が法の秩序と被害者の人権を守るため、原告人となって裁判所

に訴えて刑罰を求める刑事裁判。 

・違法な行政行為により権利を侵害された時、被害者が、国や地方公共団体を被告として裁

判所に訴え、被害の救済を求める行政裁判。   

※裁判員制度は、刑事裁判に導入されます。 
 
日本では憲法によって裁判を受ける権利は保障されています。 
 
☆参考展示資料 
・わかりやすい訴訟のしくみ/石原豊昭著 改訂 4 版 大学図・開架 請求記号：325/51ｃ 
・裁判所のことがすべてわかる本/裁判所手続研究会 第 2 版 
                          大学図・開架 請求記号：326/194a 
                                                 法経図・書庫 請求記号：327/6b 
・裁判所のことがすべてわかる本/裁判所手続研究会編 大学図・開架 請求記号：326/194a 
                          法経図・書庫 請求記号：327/6b 
                         法経図・開架 請求記号：327/Sa17 
 
裁判の仕事あれこれ 
 
裁判に関する主な職業は 3 つあります。 
1．裁判官  司法権を行使して裁判を行う官職にある者。 
2．検事   刑事訴訟における捜査及び訴追、裁判の執行の監督などをその職分とする者。 
3．弁護士   法的手続において当事者の代理人、被告人の弁護人として法廷で主張・弁護

等を行う者をいう。 
 
裁判所と検察庁では人事交流があり検察官から裁判官になることができる。 
また、弁護士任官制度というものがあり、数は少ないが弁護士から裁判官になる者、逆 
に裁判官を辞めて弁護士になる者もいる。 
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☆参考展示資料 
・ドキュメント裁判官/読売新聞社会部著    大学図・開架 請求記号：081.2/58/1677 
                       法経図・開架 請求記号：B1/5/1677 
                      女大図・開架 請求記号：081/26/1677 
・弁護士裁判官になる/田川和幸著       大学図・開架 請求記号：326/156 
                      法経図・書庫 請求記号：325/436 
・検察官の仕事がわかる本/受験新報編集部編  大学図・開架 請求記号：326/138 
・弁護士という仕事/相馬達雄著        大学図・開架 請求記号：326/136 
 
裁判を見てみよう！ 
   
日本では、一部例外はありますが裁判の対審及び判決は公開で行うことを原則としていま

す。 
訴訟の審理及び裁判を一般公衆が傍聴できる状態にすることによって、秘密裁判を排斥し，

司法の公正とそれに対する国民の信頼を保持するためです。 
法廷が開かれていれば，申込み等をしなくても傍聴することができます。 
しかし、傍聴希望者が多い裁判では傍聴券交付手続が行われることもあり，その場合には，

指定場所・時間に集合し，傍聴券を入手する必要があります。 
当然ながら、傍聴の際には、服装を整え、許可なくハチマキ等着用したり、大声や拍手を

したり、カメラ・録音機を持ち込まない、携帯電話は電源を切る等、常識ある態度で傍聴

に臨むようにしましょう。 
 
☆参考展示資料 
・法廷傍聴へ行こう/井上薫著 第 2 版     大学図・開架 請求記号：326/121a 
                       法経図・書庫 請求記号：325/486 
                       法経図・開架 請求記号：327.1/I157 
☆裁判所の傍聴・見学に関する詳細 HP 
http://www.courts.go.jp/kengaku/index.html 
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～～～～～～まめ知識 Σ(￣ロ￣lll)・日本の裁判所～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
日本の裁判所は、最高裁判所と下級裁判所からなっています。 
下級裁判所には、高等裁判所、地方裁判所、家庭裁判所、簡易裁判所があり、高等裁判所

には支部を、地裁・家裁には支部または出張所を置くことができます。 
 
♯日本の裁判所数    （平成 18 年度 4 月のデータ） 
 
○最高裁判所  1 庁  
○高等裁判所  8 庁  
○高等裁判所支部  6 庁  
○知的財産高等裁判所  1 庁  
○地方裁判所  50 庁  
○地方裁判所支部  203 庁  
○家庭裁判所  50 庁  
○家庭裁判所支部  203 庁  
○家庭裁判所出張所  77 庁  
○簡易裁判所  438 庁  
 
♯最高裁判所の所在地 
 

 

永田町駅 【地下鉄半蔵門線・有楽町線・南北線】 
   南門・西門まで徒歩約５分 
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訴えられちゃった！ 
 
トラブルを裁判によって解決しようとする傾向は、訴訟大国・アメリカには遠くおよばな

いどころか、フランスの 1/7、ドイツの 1/5 といったところです。 
しかし、民事訴訟の件数は年々増加しており、平成 9 年の 4,268 件に対し、平成 18 年は 7,180
件となっています。 
身に覚えがないのに訴えられたりするなんてことも。 
今までは刑事訴訟に関する本を紹介しましたが、民事訴訟についてもぜひ勉強してみまし

ょう。 
 
☆参考展示資料 
・民事訴訟法の解説/野村秀敏著 四訂版    大学図・開架 請求記号：325.3/233c 
                       法経図・開架 請求記号：327.2/Mi44 
・うちのネコが訴えられました!?        大学図・開架 請求記号：Best/2006 
                                            法経図・開架 請求記号：KW/2006/28 
 
 
より知識を深めたい 
 
大学図書館には裁判に関する本が 558 冊あります。 
残念ながら冊数が多いため、このパンフレットですべては紹介できません。 
もし、もっと裁判や訴訟のことを勉強したいと思ったら、請求記号の 1 行目が 325～326 の

本が置いてある書架に行ってみましょう。OPAC で“裁判”を検索してみるのもいいかも。 
 
☆参考展示資料 
・「特集」新しい司法を求めて/立命館大学人文科学研究所編 
                      大学図・書庫 請求記号：326/178 
                      女大図・書庫 請求記号：327/59 
・なぜ、いま代用監獄か/小池振一郎、青木和子編 
                      大学図・開架 請求記号：081.2/59/669 
                      女大図・開架 請求記号：081/27/669 
・人が人を裁くとき/ニルス・クリスティ著   大学図・開架 請求記号：322.1/179 
                      法経図・開架 請求記号：326.3/C58 
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雑誌の紹介 
 
大学図書館には本の他にも雑誌を所蔵しています。 
例外もありますが、雑誌も閲覧はもちろん貸出も可能です。ぜひ雑誌も読んで最新の知識

も身につけましょう。 
                 ※雑誌の展示はしていません。紹介のみになります。 
 
☆大学図書館所蔵の雑誌 
・最高裁判所図書館月報/最高裁判所図書館発行 大学図・開架 請求記号：028/1/P           

・最高裁判所図書館邦文法律雑誌記事索引/最高裁判所図書館発行 
                       大学図・参考 請求記号：320.5/6/P 
                       法経図・参考 請求記号：320.5/190/R 
・ジュリスト/有斐閣発行           大学図・開架 請求記号：320.5/5/P 
                       法経図・開架 請求記号：320.5/8 
 
 
 
おわりに 
 
当然ながら、犯罪のない世の中が一番です。 
それにもかかわらず、日々事件は起き、その凶悪性は増す一方です。 
少し前までは殺人・傷害において犯人と被害者には親子、友人、恋人、主従など何かしら

関係がありました。 
しかし、今はどうでしょう。 
通り魔などによる“むしゃくしゃしたから”という理由でおきる殺人が後をたちません。 
この場合通り魔と被害者に関係性はまったくないのです。 
残念ながら、いつ犯罪に巻き込まれるかわからないという世の中になってしまいました。 
人の“性質”がずいぶん変わってしまったと思うのは私だけでしょうか。 
 
裁判員制度には、賛否両論多様な意見があります。 

どちらの意見が正しいか答えはありません。 

例えば、1999 年に起きた光市母子殺人事件で“あなた”が裁判員として選出されたらどうしま

すか。 

 

この展示が裁判や犯罪について考えるきっかけになれば、幸いです。 


